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令和元年度 教育事業実施報告            

国立沖縄青少年交流の家 

 

１ 教育事業名   「とかしきボランティアスクール及び自然体験活動指導者（NEAL）養成事業 

①②」 

２ ね ら い   ①これからボランティア活動を始める方を対象にボランティア活動への理解を

深め、ボランティア活動に向けた期待と意欲を高めるとともに、必要な基礎

的知識・技術を習得させる。 

          ②自然のなかで感性を磨いたり、専門的な知識と技術を持って自然体験活動の

普及や新興に貢献する自然体験活動指導者（NEALリーダー）を養成する。 

３ 期    日    ①令和元年５月２５日（土）～２６日（日）１泊２日 

          ②令和元年６月 ８日（土）～ ９日（日）１泊２日 

４ 場    所   国立沖縄青少年交流の家 

５ 募 集 定 員     ３０名程度 

６ 参 加 人 数     ①とかしきボランティアスクール ２４名 

          ②自然体験活動指導者（NEAL リーダー）養成事業 １１名 

７ 参加者内訳   ①とかしきボランティアスクール ２４名 

高校生１３名 大学生６名 大人５名 

          （男性１１名、女性１３名）（県内２４名） 

          ②自然体験活動指導者（NEAL リーダー）養成事業 １１名 

           高校生４名 大学生２名 大人５名 

８ 講   師   ・大城 敏(パドリングガイド漕店代表・主任講師) 

                     講義・演習「ボランティア活動の技術」 

           講義「ガイダンス」 

講義・演習「対象者理解」 

講義・演習「自然体験活動の技術」 

講義「自然体験活動の特質」 

講義「自然体験活動の指導」,「認定試験」 

          ・木島 悠太朗氏（特定非営利活動法人沖縄ウォーターパトロールシステム） 

講義・演習「安全管理」 

・平野 貴也氏（名桜大学人間健康学部スポーツ健康学科教授） 

講義「青少年教育」 

・三田井 裕 国立沖縄青少年交流の家 所長 

講義「青少年教育施設の現状と運営」 

・竹内 弓人氏（法人ボランティア） 

講義「ボランティア活動の意義」 

・照屋 藍連（国立沖縄青少年交流の家） 

事業推進係企画指導担当 

講義「青少年教育施設におけるボランティア活動」 

 

９実施プログラム 



〈家族で貝殻拾い〉 〈火起こしに挑戦〉 

９ 事業の様子 

青少年教育                  海洋研修                 テント設営 

野外炊事              ボランティア活動                   安全管理 

 

 

10 エピソード（参加者の声、アンケートより） 

【参加者の声】 

・講義「青少年教育」では体験活動の必要性について、現状をとりまく環境の要因なども含め理解で

きた。 

・ボランティアには魅力が沢山あると感じた。ボランティア活動に参加し自分の成長に繋げたい。 

・演習「ボランティア活動の技術」では、渡嘉敷の自然の中で普段学ぶ事のできない貴重な体験がで

きた。 

・実際に体験する、直接体験から学ぶ事が多くあった。 

・ボランティアについて深く考え意見を出し合うことで共通理解を深めることができた。 

・自然素材を活用したクラフトづくりやロープワークを学ぶ中で、参加者との交流も深めることがで

きた。 

・普段とは違う環境で新たな事をに取り組む事ができて、とても貴重な体験になった。 

・活動的な講義で、より実践的な内容で分かりやすかった。 

・スケジュールがタイトだった。 

 

 

 

 

自然体験活動の指導 ロープワーク 自然素材クラフトの材料調達 



11 担当者所見 

（１） 成果 

 ・「ボランティア活動の意義」「青少年教育施設におけるボランティア活動」の講義を実施したこ

とで参加者がボランティア活動の魅力を感じ、自己の成長に繋げたい等の目的を持つ多くのボラ

ンティア登録に繋げることができた。 

 ・「青少年教育」「青少年教育の現状と運営」の講義を実施したことで、急速な社会変化の中での

恩恵・弊害について考え、実際に自然体験活動を行う重要性について理解する事ができた。 

 ・「安全管理」の演習の中で応急手当について学び、緊急時の対応について知識・技能を高めた。

また、講義・実技の両面から行った事で理解度の高い学びとなった。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

・ボランティアスクール②では、自然体験活動を指導する意識も持たせながら講習を行ったことで、

参加者の学びの意欲が高く保たれたと感じた。また、講師に積極的に質問する場面も多く見られ、

自然体験活動指導者としての心構えができたと考えられる。 

（２）課題 

・大学生の参加が例年と比べると減少したことから、各大学への広報に一層力を入れる必要がある。 

・ボランティアスクール①について、「日程がタイトだった」との声があり、次年度開催時期は２

泊３日開催も視野に入れて検討する必要がある。 

・法人ボランティア登録者の今後の活動機会を増やすために、ボランティア募集連絡を計画的に行

い事業へ関われるよう、先輩ボラと関わる機会を設ける。 

 

 


